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特集「革新脳と関連プロジェクトから 
見えてきた新しい脳科学」によせて

岡野　栄之
（慶應義塾大学医学部生理学教室，

理化学研究所脳神経科学研究センターマーモセット神経構造研究チーム）

この 10 年間，世界的にも脳科学の巨大プロジェクトが進みました。2013 年，脳の科学
的理解を加速するための 2 つの大規模国家研究プロジェクトである米国 BRAIN Initiative
と欧州の Human Brain Project（HBP）が開始されました。日本の科学者コミュニティー
では，動物モデルからヒトの脳を正確に理解するためには，霊長類による脳研究が必要で
あり，霊長類の脳から得られる科学的知見は，ヒトの精神疾患，神経疾患，神経変性疾患
の診断と治療に関するエビデンスに基づくトランスレーショナルリサーチに不可欠な要素
であると判断し，米国や EU の脳プロジェクトの大規模化・広範化とは根本的に異なるア
プローチとして，新世界・小型霊長類であるコモンマーモセット（Callithrix jacchus）を
主要な脳疾患克服のための病態解析・治療法開発のモデルとして開発を加速することが重
要であると結論しました。これらを踏まえ，2014 年 6 月，文部科学省および日本医療研
究開発機構（AMED）の支援により，「革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プ
ロジェクト」（革新脳）［Brain/MINDS（Brain Mapping by Integrated Neurotechnologies 
for Disease Studies）］プロジェクトがスタートしました。

この革新脳研究では，神経細胞がどのように神経回路を形成し，どのように情報処理を
行うことによって全体性の高い脳の機能を実現しているかについて，その全容を明らかに
し，更に精神・神経疾患の克服につながるヒトの高次脳機能の解明のための基盤を構築し
てきました。革新脳の前半 5 年間は「マーモセット全脳回路に関するマクロレベルの構造
と活動のマップを完成」を目標とした研究がオールジャパン体制で精力的に推進され，こ
れまでマーモセット脳の遺伝子データベースの構築，脳画像データの 3D 化およびその動
画のデータポータルでの公開，マーモセットの脳回路研究への応用可能な革新的イメージ
ング技術の開発，ヒトと非ヒト霊長類の脳の相同神経回路の同定技術の開発など着実に成
果が積み上がってきており，臨床応用への道筋が見えてきています。

本号では，革新脳研究とその周辺プロジェクトにより，どのように脳研究が進んできた
か，そしてどの方向に進むべきかを俯瞰できるような特集と致しました。革新脳発足時の
3 本の柱に相当するⅠ．霊長類脳科学，Ⅱ．脳機能マッピングのための新規技術開発，
Ⅲ．ヒト疾患研究という 3 章構成とし，各々の著者の先生には，この 10 年近くの研究の
進捗，更には今後への方向性についてまとめていただき，全体として非常に充実した，ボ
リュームのある内容になっており，内容的には，本当に世界のどこに出しても恥ずかしく
ない，トップレベルのコンテンツになったと思っております。本特集が，今後のわが国そ
して世界の脳科学の潮流を生み出すパワーになってほしいと祈念しております。

2022 年 7 月 29 日 米国マサチューセッツ工科大学 McGovern 脳研究所にて
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